
赤十字 「昭憲皇太后基金」創設110年記念シンポジウム

～「昭憲皇太后基金」110年の歩みを手がかりに～

令和4年（2022）4月2日（土）　14：00-17：00  
◆ハイブリッド開催（会場×ZOOMウェビナー）

会場 ： 明治神宮会館（100名）　　参加費 ： 無料
共催 ： 明治神宮国際神道文化研究所、赤十字国際委員会（ICRC）駐日代表部、日本赤十字社
下記ウェブサイトより要申込（3/5㊏より申込開始、3/28㊊締切。オンライン参加は当日まで申込可） 

https://www.meijijingu.or.jp/miri/info.php
共通専用フォーム（会場参加／オンライン参加とも）

主な登壇者
パラノビチ・ノルバート　駐日ハンガリー特命全権大使

舩橋真俊　ソニーコンピュータサイエンス研究所シニアリサーチャー ／ 松波康男　明治学院大学社会学部准教授
録画出演

ショーン・ヘーゼルダイン　国際赤十字・赤新月社連盟（IFRC） ／ ザービ・ドミニク　南スーダン赤十字社

第１部　  国際人道支援のはじまりとその最前線
 　　　　 ～ジュネーブと南スーダンから届いた動画レポートをもとに～

第２部　  今、私たちができること ～明治から令和へ志を受け継いで～

（詳細はこちら）

代々木の杜で考える
平和・人道支援・SDGｓ

絵：「東京慈恵医院行啓」（満谷国四郎画、聖徳記念絵画館所蔵）／写真 ： 日本赤十字社提供



Empress Shoken Fund

お問合せ ： 明治神宮国際神道文化研究所
TEL： 03-3379-9338（9:00-17:00／土・日・祝日を除く）
E-mail : mirievent_mj@so.meijijingu.or.jp
共催 ： 明治神宮国際神道文化研究所、赤十字国際委員会（ICRC）駐日代表部、日本赤十字社

赤十字 「昭憲皇太后基金」創設110年記念シンポジウム

世界では新型コロナウイルスの感染症がいまだ猛威をふるい、火山の噴火や地震等の災害も絶えません。
国際的な支援・協力体制がさらに重要になっています。

平時に備える――。赤十字には、自然災害への備えや疾病予防等の平時活動を奨励するため、
日本の提案により1912年（明治45）に設立された基金があります。

それが「昭憲皇太后基金」です。
同基金は、平時における世界最古の国際人道基金として、各国で広く知られています。
本シンポジウムでは、先人が築いた「昭憲皇太后基金」110年の歩みを手がかりとして、
世界における人道支援のはじまりから最前線の取り組みまで、幅広く活動をレポートします。
今を生きる私たちは、この平時の国際支援をどのように発展させることができるでしょうか。
国内外でご活躍の登壇者とともに、代々木の杜から世界の未来に思いを馳せます。

代々木の杜で考える平和・人道支援・SDGｓ
～「昭憲皇太后基金」110年の歩みを手がかりに～

登 壇 者 パラノビチ・ノルバート （駐日ハンガリー特命全権大使）
 舩橋 真俊 （ソニーコンピュータサイエンス研究所シニアリサーチャー、一般社団法人シネコカルチャー代表理事）
 松波 康男 （明治学院大学社会学部准教授）　
 辻田 　岳 （日本赤十字社事業局国際部開発協力課長）
 大西 智子 （日本赤十字社広報室・赤十字情報プラザ参事）
 眞壁 仁美 （赤十字国際委員会（ICRC）駐日代表部広報統括官）
 今泉 宜子 （明治神宮国際神道文化研究所主任研究員）
録画出演 ショーン・ヘーゼルダイン （国際赤十字・赤新月社連盟（IFRC） ソルフェリーノアカデミー所長）
 ザービ・ドミニク （南スーダン赤十字社 組織開発部門マネージャー）

◆ハイブリッド開催（会場×ZOOMウェビナー） ｜ 会場： 明治神宮会館（100名） ｜ 参加費： 無料
　下記ウェブサイトより要申込（3/5㊏より申込開始、3/28㊊締切。オンライン参加は当日まで申込可）

　https://www.meijijingu.or.jp/miri/info.php
　共通専用フォーム（会場参加／オンライン参加とも）
※1　会場参加は定員になり次第締め切ります　   ※2　新型コロナウイルス感染症対策のうえ開催いたします
※3　感染拡大の状況に応じて、企画の変更やオンライン開催のみとなる可能性がございますので、予めご了承ください

第１部　  国際人道支援のはじまりとその最前線
 　　　　 ～ジュネーブと南スーダンから届いた動画レポートをもとに～

第２部　  今、私たちができること ～明治から令和へ志を受け継いで～


